
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

農山村漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル 農業経営資金（利子助成）の対応 

 ＪＡ名 京都やましろ （京都府） 

１ 動機 

（経緯） 

組合員に対し、借入負担の軽減を図り農業経営がより成長していくための支援を

行う目的で、利子助成（最大１.０％）による対応を行っております。 

２ 概要 農業経営資金の概要 

貸付対象者 ・農業者（貸付時 20歳以上最終償還時 78歳未満） 

・組合員の方、またはご融資までに組合員になれる方 

資金使途 ・農業用建築物および機械器具資金 

・果樹等永年性植物植栽育成資金 

・家畜等購入育成資金 

・農地等の取得改良資金 等 

限度額／期間 3000万円以内（個人）・5000 万円以内（法人・任意団体） 

／20年以内（うち据置期間１年以内） 

貸付金利 標準金利 1.675％(変動金利) 金利軽減率 0.2％  

◎1.675％ - 0.2％ ＝ 年 1.475％（最優遇金利） 

利子助成率 1.0％ 

返済方法 

担保／保証人 

元金・元利均等返済（年１回、年２回、毎月返済） 

原則無担保・無保証人（京都府農業信用基金協会保証が必要） 

保証料 0.32% 

※上記資金で対応しています。 

３ 成果 

（効果） 

農業経営資金の実行実績 

 25年度 26年度 累 計 

件数 43件 44件 87件 

金額 12,442万円 12,358 万円 24,800 万円 

農家の経営安定化策として、農業融資による支援を重要な柱として位置づけ、 

利子助成により低利での資金供給を行います。 

４ 今後の

予定（課題） 

地域農業の振興を図るため営農経済部門（ＴＡＣ）との連携を強化することによ

り農業者の資金ニーズを的確に把握し農業メインバンク機能の強化に努めます。 

 


